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L12H/L
つねに最高効率を発揮させる 必要な長さだけ
自己制御型ヒータ 自由な設置が可能

2本の母線導体と 体 構造の自己制御発熱体は、配管

自体の温度が高いときには出力が下がり、低いときには

上がりま軌 つまり、使用環境に対応変化してつねに最

適の熱を供給しますから、サ モ スタットを使うことな

く、エネルギ の 浪費がおさえられま曳

それによつて重ね巻きが可能であり、さらには、暖かい

日に電源が入れられても、決してオーパーヒートせす、

加熱損傷、焼き切れの心配がありません。ですからプラ

スチック配管などにも安心してお使いいただけま帆
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■AWL12L 200V
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■AWL12L 100V
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保温された金属配管温度

並列回路設計ですから、最適な長さへの切断や接続も

自由自在。現場での設計変更も容易で、ムダなくきめ網

かな設計・工事が実現しま曳 また、柔軟性にすぐれた上

に重ね巻きもできますから、複雑な形状部にも容易に対

応。設置場所を選びません。さらに、定評ある耐久性に

よつてメンテナンスも不要で軌

設置場所に合わせた
パリエーション

パイプの素材、設置環境などに合わせて、ベストの選択

が可能で曳

Eヒ ータ仕様

〈製品型番〉

〈標準寸法〉

〈標準重量〉

〈適応電圧〉

〈最高耐熱温度〉

〈最低施工温度〉

AWL12Hお よび AWL12L

ll.4mrn幅 ×6,Omm厚

(絶縁被覆厚tO,75mm標 準)

110目/m

200VAC標 準 (]00VAC兼 用)

85°C(電源 OFFに て)

-50°C

〈最高運転温度〉

く最小屈曲半径〉

く適合規格〉

〈適用法規〉

く品管基準〉

6 5°C

3 2 r n m

」iS C 365](第 3種発熱線)

電気設備技術基準

lEEE 5]5=]-1995米 国

(The institute of Elect「ical and Electronics Engineers)

■自己制御型ヒータケ…ブル仕様

型  番 使用電圧 最大回路長 代表出力 5°C ブレーカ容量 備  考

AWL12H 200VAC 150m‐ 2‐OW/市 0118A/rn ●専用回路ブレーカの容量最大値i30AT

●漏電感度電流値i30mA推 奨

●金属ブレード:D種接地工事の実施

●絶縁抵抗値:通常運用時20MQ以 上推奨

AWL12H 100VAC 1‐00rn 10W/m 0!22A/m

AWL12L 200VAC 200向 10W/m 0.1lA/m

AWL12L 100VAC 120m 5W/m 0.14A/m



〈中間/ T型 外部接続〉
PCS-1-AS

ダ   ｀

ステンレスバンド

ファイバーテープ
F「lH-33 AL-30P」

電源ケーブル直線接続

AW―PR

ヒT夕 施工位置
(ストレートトレ■スの場合)

一条ストレートトレースの場合は
いすれか一方へ固定する。

ヒ■夕の固定
(金属管の場合)

ファイパーテープ

ヒータが配管に密着
するように固定する。

と■夕の固定
(塩ビ管の場合)

(注)●AWL12H/Lヒ ータの標準施工|よストレートトレースで軌
●施工および取扱い要領は別途マニュアル、説明書をご参照ください。

1 1111111111!

アルミテープ

スパイラルトレ■スの場合の
施王方法 ■

配管長

‐スパイラ)レ
ビッチ

ファイブヽ一

テープで固定

‖

ファイパーテープ

自己制御型ヒータ
AWL12H/L



冬場など外気温度が凍結温度以下に下がつ

た場合、水配管などでは凍結の発生が考えら
一れま軌 配管内部において水が流れている状

況下では凍結に至りませんが、水の流れが止

まつた状況では水の熱が外気に奪われ、時間

と共に凍結を起こすこととなりま軌 そこで、

配管外周上へ保温材を布設して逃|ザる熱量

を抑えますが、完全に無くすことはできませ

ん。よって、ヒータ等外部より逃1ずる熱量分だ

けを補うことで、凍結を最終的に防ぐことが

できます。

劉
関連法規 配 管凍結防止システムの製品カロエおよび施工は

次の諸規格に準拠して行いま軌

電気事業法

電気設備技術基準

電気設備技術基準の解釈 第 4節 特殊施設

第229条 ′〔イプライン等の電熱装置の施設

628節 ブヾイプラインヒーティングなどの施設

」iS C 3651ヒ ーティング施設の施工方法

電気用品安全法

内線規定

日本工業規格

日本社/〒 103-0021東 京都中央区日本橋本石町116803(5200)8142晰 輔熱I痢レ‐0

0担 日崖韓株式会駐

■札 幌 支 店 8011(816)1560(代 表)

■仙 台 支 店 ao22(225)6571(代 表)

北東北営業所 8019(638)2081(代 表)

青森サテライトオフィス 8017(72])2644(1代 表)

郡山営業所 8024(944)5003(代表)

■北関東支店 80485(59)1105(代表)

■東 京 本 店 803(5200)8104(代表)

新潟営業所 8025(245)5611(代表)

神奈川営業所 8046(200)5211(代表)

■浜 松 支 店 8053(461)9061(代表)

静岡営業所 8054(237)113](代表)

■名古屋支店 8052(204)2601(代表)

目山営業所 80764(92)7878(代表)

■大 阪 支 店 806(6335)232](代表)

広島営業所 8082(297)1811(代表)

岡山サテライトオフィス を1086(420)228](tt表 )

■福 岡 支 店 8092(771)8781(代 表)

南九llサテライトオフィス8099(263)6171(lt表 )

ヒータlm当 りの出力X条数(発熱量)≧配管lm当 りの放熱量

保温材外表面から空気中への熱伝達率  h ewi 35W/m2K

日外気温度 -15℃ 金属配管の場合 単位im

(注)他 の条件、又は125Aを 超える配管サイズでご計画の際には弊社までを相談ください。
AWL自 己制御型ヒータはプラスティック配管への適用も可能です、是非ご相談ください。

お問い含わせ

※Asahにco。およびアサヒエコ°は旭日産業株式会社の登録商標で曳

本製品は電気製品のため正しい取扱いおよび施工が必要で曳

本カタログに記載する情報(図合む)は信頼のおけるものと考えておりますが、ご使用に際しては選定した製品が用途に適合するかどうか、貴社にて評価および確認頂くことが″要で曳
仕様の変更は予告なしに行うことがありま曳また仕様に影響しない範囲での材料、工程等の変更を行うこともありま孔

AS―TEG―Bl Rl-06065000

保温材の厚み ヒ
ータ種類 配管径

グラスウール 型番 電圧 20A 25ア 32ア 40′ 50″ 65抑 80か

10mm

Ｗ Ｌ

２Ｌ

100V 1 41 51

200V 1 1 1 1 1 1 〔

1 1 1 1 1 1 〔

200V 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

20mm

1 1 1 1 1

200V 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1

200V 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

25mm

1 1 1 1 1 1 1

12L
200V 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1


